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研究成果の概要（和文）：

占領下の日本では、1945～49 年までアメリカ軍 GHQ/SCAP の検閲が実施されていたが、プ
ランゲ文庫をはじめ占領期の膨大な資料の調査からは、解放されると同時に閉ざされるという、
引き裂かれた言説空間の様相を呈していたことがわかってくる。プランゲ文庫の多数の資料か
らは、検閲に対する対応は一様ではなく、執筆者の考え、出版社・編集者の方針や対応、検閲
官の判断など、複数の要素が複雑に絡み合いながら、占領期の言説が構成されていたことを具
体的に明らかとなる。

研究成果の概要（英文）：

With the start of the American occupation of Japan, control of the censorship apparatus

shifted to GHQ/SCAP（General Headquarters/Supreme Commander for the Allied Powers）,

which regulated public expressions in Japan from 1945 through 1949. A Closer

examination of the Prange Collection and others reveals another dimension to the

Occupation period. They show that responses to censorship were not at all uniform, and

that multiple intertwining factors underlined the discourse of the Occupation period: the

thoughts of writers, the policies and actions of the publishers and editors, and the decisions

of the censors.
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１．研究開始当初の背景

日本近代文学の研究においても、近年、占

領期の文学研究への関心は少しずつ高まっ

てはいるが、本研究を開始した当初は緒につ

いたばかりであった。さらに、占領期におけ

る文学とメディアとの相関性にみる本文と

検閲について、歴史的・社会的視点から総合

的に考察する研究は、資料面の制約もあって、

未開拓な部分が少なからずあった。

申請者が本研究で目指したのは、文学とメ

ディアとの相関性に焦点をあて、本文研究の

成果のスキルを生かしながら、占領期の検閲

を検討することで、作家・作品に限定するこ

となく、雑誌というメディア・編集者・出版

社と文学との相互関連性という視点から、占

領期の文学にあらわれた問題を具体的な資

料に基づいて総合的に解明できる点にあっ

た。そして同時に、占領期の文学研究におけ

る新たなアプローチの方法を示したいと考

えた。

これによって実現を期したのは、第一に、

事実として占領期検閲本文の詳細なデータ

を提示することであり、従来は漠然としたか

たちで言及されることが多かった「事前検

閲」「事後検閲」などの実態を、個々の本文

やメディアに即してより正確に理解するた

めの道を拓くことであった。そして第二に、

個々の本文やメディアと検閲との具体的検

討を通して、占領期の言説空間の特色と独自

性を明らかにし、いわゆる戦後文学の展開を、

作家の創作的営為としてのみならず、編集・

出版・検閲などを含んだ総合的な視点で研究

する可能性を拓くことであった。

２．研究の目的

本研究は、第二次世界大戦後日本の占領期

における文学とメディアにみる本文と検閲

の相互関連性について、歴史的・社会的視点

から総合的に研究することを目的としてい

た。

占領期における文学研究はこれまで、個々

の作家・作品の考察に中心が置かれて研究が

進められてきたため、雑誌・新聞・単行本な

どのメディア、あるいはそれを編集・発行す

る編集者・出版社との相互関連性という視点

を重視した、近代日本文学の本文と検閲につ

いて検証を加えた本格的な研究は重要な課

題であった。したがって、本研究においては、

「占領期メディアと文学の相関性」に注目し、

そこにうかがえる GHQ／SCAP の検閲のありよ

うを、本文の検証を通じて明らかにし、新た

な研究の領域を開拓しようと試みた。

以上のように、文学とメディアを関連づけ

ながら、検閲を受けた本文を検討するアプロ

ーチの方法を選んだのは、各メディアにおけ

る検閲の違いを対照し、占領期の検閲の個別

的で恣意的な側面を照射できるからである。

また、それとともに、各メディア間に見られ

る検閲の差異や齟齬を総合的に検証するこ

とが可能となると考えた。

３．研究の方法

本研究では、三年間の研究を通じて、第一

に占領期文学の本文における検閲の実態を

調査し、それをメディア・作家・作品・編集

者・出版社の視点から整理し、そして第二に、

そこで得られたデータをもとに、検閲と本文

を詳細に検討し、占領期文学とメディアの相

関関係を解明することを目的としていた。

研究の進め方は、以下の通りであった。第

一に、占領期に検閲を受けた文学作品を収集

し、時系列に整理した資料を作成する。第二

に、この資料をもとに、検閲を受けた本文の

具体的事例を収集しまとめる。第三に、検閲

を受けた本文の具体的事例を考察し、メディ

アのジャンル、検閲時期・地域などに留意し



ながら検討し、その特色を総合的に考察する。

本研究の性質上、アメリカ合衆国メリーラ

ンド大学図書館プランゲ文庫に所蔵されて

いる占領期検閲資料が最重要資料の一つに

なるが、このことは日本の近代文学研究にお

ける国際的アプローチの可能性と意義、およ

び資料の保存を旨とする図書館・資料館とそ

の活用・研究をめざす研究者の相互理解と共

同研究への模索という点でも、新しいモデル

になり得ると考えた。

４．研究成果

本研究における研究成果は、大きくわけて

以下の三点に整理することができる。

第一点目は、基礎資料の収集と整理の成果

が、山本武利・川崎賢子・十重田裕一・宗像

和重編『占領期雑誌資料大系 文学編』全 5

巻（岩波書店、2009-10 年）として刊行され

たことがあげられる。研究代表者と研究分担

者が編者としてかかわったこのプロジェク

トは、本研究の重要な研究成果のひとつであ

る。

第二点目は、2009 年 3 月に米国コロンビア

大 学 で 開 催 さ れ た 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム

「Censorship, Media, and Literary Culture

in Japan: From Edo to Postwar」をもとにま

とめた、鈴木登美・十重田裕一・堀ひかり・

宗像和重編『検閲・メディア・文学――江戸

から戦後まで』（新曜社、2012 年）の刊行で

ある。この書物は、日本語と英語によるバイ

リンガル出版となっており、国内はもとより、

海外で広く参照されるように編集されてい

る。

第三点目は、後掲の研究論文および学会発

表である。本研究の進行と呼応して公表した

研究成果の内容は、占領期文学の検閲の研究

ばかりではない。対象とする領域に狭く限定

することなく、深く関連する時代、あるいは

隣接するテーマにかかわる研究成果も選定

し掲げた。
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